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研究成果の概要： 
 
 コンピュータによって実際の臨床を疑似体験できる医歯学シミュレーション教育システムを、

歯学部歯学科、歯学部口腔保健学科の学生に活用し、評価した。 
 その結果、歯学部歯学科学生にとって難易度は高いものの、教材は臨床の知識を学ぶために

有効であることが確認された。歯学部口腔保健学科における歯科衛生士教育では，模型・臨床

実習を補完し，学習意欲ならびに継続した自己学習力を修得するのに有効であった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 6,700,000 2,010,000 8,710,000 

２００７年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

２００８年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000 

年度  

  年度  

総 計 15,700,000 4,710,000 20,410,000 

 
研究分野： 医学教育学、歯周外科学、口腔保健学 
科研費の分科・細目： 分化：科学教育・教育工学，細目：教育工学 
キーワード： 歯学，科学教育，臨床教育，教育学，e-learning，コンピュータシミ

ュレーション，教育システム，教材開発  
 
１．研究開始当初の背景 
 
 診療シミュレーション教材は、現在でもい
くつかあるが、実際の教育を行っている歯学
部の教員が誰でも作成できるものではない。
プログラマとの共同作業で作成する場合は、
経費と打ち合わせ時間を要する割には、教員
の思い描いたとおりのソフトを作成するこ
とが困難なことが多い。一方、コンピュータ
と臨床教育双方に精通した教員は少なく、歯
科全般を網羅する教材を多数用意すること
が困難である。 
 そこで本学は、診療シミュレーション教材

を、コンピュータの専門家でない教員が簡単
に作成できるようにするため、対話型の診療
シミュレーション教材作成支援ツールを開
発し、特許を出願した（特願 2004-325720、
特願 2005-244544）。同ツールでは、教材作者
である歯科臨床現場の教員（歯科医師）が、
擬似患者に対して学生等が行う診療行為と、
その行為に対する患者の反応等を、ツールと
の対話で入力するものとしており、コンピュ
ータプログラミングに関する知識を必要と
しないで教材を作成できるように工夫した。
そうすることによって、広く歯科全般から多
くの症例が集まっており、歯科の臨床を網羅
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するコンピュータシミュレーション教育シ
ステムが構築されつつある。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、歯科臨床に関するコンピュー
タシミュレーション教材を、歯学部学生等に
活用し、その教育効果を評価・解析するとと
もに、本教材によるシミュレーション実習
（自己学習）が、歯学臨床教育における従来
の講義・実習形態に加えた新たな授業形態と
して応用可能か否かを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 歯学部歯学科 
 東京医科歯科大学歯学部 4年次学生のカリ
キュラム「臨床体験実習 2」では、このシス
テムを用いたシミュレーション教育(以下、ソ
フトシム)を実施している。学生が 5 週間で
50 教材を体験できるように準備した。これら
の教材の内訳は、保存系 34 本、補綴系 7 本、
口腔外科系 8 本、その他 1 本であった。この
シミュレーション実習終了後、有用性、操作
性、難易度など 12 項目についてアンケート
調査を行った。 
 
(2) 歯学部口腔保健学科 
 専門教育を開始して 9ヶ月経過した本学口
腔保健学科 2 年生 26 名を対象に，歯石除去
実習の学習の進捗状況に合致するシミュレ
ーション教材を開発し， 2 教材を実施した．
実施後，コンピューター上で教材ならびに授
業について学生からの評価を受けた．教材に
ついての評価は 4 項目であり，記述評価と段
階評価および成績からなる．授業評価は 16
項目あり，12 項目については 4 段階評定，残
りは記述による評価であった． 
 
４．研究成果 
 
(1) 歯学部歯学科 
 実習期間中、学生は 1 人あたり 27.0±
9.9(平均±標準偏差)本を体験した。アンケー
ト調査の結果、学生はソフトシム実習に興味
を持ち(93%)、教材の内容は将来役に立つと
考えていた(91%)。学生にとっては未履修の
内容が多く(72%)、難しく感じた(83%)が、教
材の設問に使用された画像(90%)と解答に対
する解説(63%)により多くの知識を修得でき
た(85%)。ソフトシム教材の操作性に改善の
余地はあるものの(42%)、教材をもっと体験
したい(90%)、今後ともこの実習を継続して
欲しい(89%)と要望した。ソフトシム実習を
通して、他の授業や実習に対する興味を深め
ることができた(90%)と回答した。 
 卒前学生にとって難易度は高いものの、ソ

フトシム教材は臨床の知識を学ぶために有
効であることが確認された。今後は、Web ベ
ース教育システムとして、より広く実施して



 

 

いきたい。 
 本教材によるシミュレーション実習（自己
学習）が、歯学臨床教育における従来の講
義・実習形態に加えた新たな授業形態として
応用可能であることが明らかとなった。 
 
(2) 歯学部口腔保健学科 
 1 教材につき 5分程度の時間を要した．成
績(100 点満点)の平均点は，85.0±11.2 点，
74.5±16.8 点であった．学生による評価の結
果，学生はシミュレーション実習に興味を持
ち(100%)，操作性がよく(100%)，教材の内容
は将来役に立つ(100%)と考えていた．学生は
教材と同程度の知識をもっており(76.9%)，
教材が簡単だった（76.9%）としており，教
材の設問に使用された画像(100%)と解答に
対する解説(76.9%)が理解に役立ち，より多
くの知識を修得できた(92.3%)と回答した． 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 また，シミュレーション教材により，臨床
の術式を修得するための自己学習能力を修
得できる(100%)として，教材をもっと体験し
たい(100%)，今後ともこの実習を継続して欲
しい(100%)と要望した．さらに，コンピュー
タシミュレーション実習を通して，他の授業
や実習に対する興味を深めることができた
(84.6%)と回答した. 記述では「とても楽し
かった」「知識が思っていたよりも不十分で
あることに気づいた」「復習になる」「画像や
動画があってわかりやすい」「もっといろい
ろやってみたい」といった記載が多かった． 
 これらの結果から，教材が学習レベルに合
致しており，全員が本教育法に対し，興味関
心を持ち，学習意欲を高めたことがわかる．
教材数を増やすなどの課題があるものの，学
生の取り組みやその評価から，医歯学シミュ
レーション教育システムは，歯科衛生士の臨
床教育においても，有効であることが示唆さ
れた． 
 医歯学シミュレーション教育システムは，
歯科衛生士教育において，模型・臨床実習を



 

 

補完し，学習意欲ならびに継続した自己学習
力を修得するのに有効であると考えられた． 
 本教材によるシミュレーション実習（自己
学習）が、歯学臨床教育における従来の講
義・実習形態に加えた新たな授業形態として
応用可能であることが明らかとなった。 
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